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言一一

人権週間　主を行事

映画「橋のないIii」のポスターから
圏

人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
　
（
抜
粋
）

〔
一
九
四
八
・
二
二
一
〇
第
－
－
一
回
国
燦
連
合
総
会
で
採
択
〕

第
一
条す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

尊
厳
と
権
利
と
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良

心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
互
に
行
動

し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
桑
祭
一
項

人
は
す
べ
て
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
別
、
言
語
、
宗
教
、
政

治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、

門
地
又
は
他
の
身
分
と
い
う
よ
う
な
、
い
か
な
る
種
類
の
差
別

も
な
し
に
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
権
利
と

自
由
を
享
有
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
三
東大
は
す
べ
て
、
生
命
、
自
由
及
び
身
体
の
安
全
に
対

す
る
権
利
を
有
す
る
。

福
岡
県
や
遠
賀
町
で
は
、
人
権
週
間
期
間
中
に
、
い
ろ
い
ろ
な
催

し
を
行
い
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
所

を
開
設
し
、
皆
様
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ヽヽ一
く

ヽ事
績

1
2
月
－
日
か
ら
‖
日
豪
で
は
、

大
幡
週
間
で
す

人
権
週
間
は
、
国
際
連
合
が
　
『
世
界
人
権
宣
言
』
　
を
採
択
し
た
1
2

月
1
0
日
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
特
に
、
本
年
は
世
界

人
権
宣
言
四
十
五
周
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

人
権
と
は
、
私
た
ち
だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
う
え
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
人
が
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
生
活
し

て
い
く
た
め
の
権
利
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
人
が
、

お
互
い
に
相
手
を
人
間
と
し
て
尊
重
し
な
け
れ
ば
、
人
権
が
日
常
生

活
に
大
切
な
権
利
で
あ
る
と
強
調
し
て
も
無
意
味
な
も
の
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

●
と
き
　
1
2
月
4
日
　
（
十
）
、
午
後
1

時
0
0
分
か
ら
5
時
ま
で
　
（
受
付
は
、

午
後
1
時
か
ら
）

●
と
こ
ろ
　
遠
質
町
中
火
公
式
館
大

ホ
ー
ル

●
内
容
　
別
間
や
し
ゃ
ぶ
し
に
よ
る

『
釈
迦
内
柩
歌
」
の
上
演
、
映
画
『
橋

の
な
い
用
言
　
の
上
映
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課

●
と
き
　
1
2
月
6
H
　
（
月
）
、
午
後
4

時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
川
駅
前
、
松
ノ
木
・

浅
木
　
（
ス
ー
パ
ー
サ
ン
前
）

●
内
容
　
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
っ
て
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
故
謹
係

劇
団
や
し
ゃ
ぶ
し
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
る
水

上
勉
氏
原
作
の
戯
曲
「
釈
迦
内
柩
歌
」
　
の
一

シ
ー
ン
。
必
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。



ご参加ください

‾ヽ

国民年金制度
推進月間でも

競闘90億しとしで

国展年会珊霊室（讃照合）き観は寄

国民年金は、老後に年金が受けられるというだ

けでなく、保険料を納めている期間でも、万が一

のときには、年金が受けられるようになっていま

す。

長い人生をずっと支え続けるのが、国民年金な

のです。

遠賀町では、年金制度の趣旨やしくみを正しく

理解していただくため、国民年金研修会（説明会）

を開催します。

ぜひ、ご参加ください。

●とき11月26日（金）、午後7時30分から

●ところ　鬼津公民館

●講師・椙談員　福岡県民生部国民年金企画係長、

八幡社会保険事務所職員など

●問い合わせ　住民課国保年金係

℡（293）1234

悦を知る週間 
御用棚田∞朋胴岡田 

「議の無料網醗」 

をこ剥きく磨きIl。 
国税庁では、11月11日から17日までのl週間を 

「税を知る週間」とし、この期間中、皆さんに税 

の意義や役割を正しく理解していただけるよう、 

各種の行事を行います。 

遠賀町でも、この行事の一環として、「税の無 

料相談」が開かれます。税金に関することならと 

のようなことでも結構です。お気軽にご利用くだ 

さい。 

●とき11月16日（火）、午前10時～午後4時 

●ところ　遠賀町商工会館（遠賀川郵便局となり） 

●椙強員　税理士、町税務課職員 

●問い合わせ　遠賀町商工会 

℡（293）0165 

し
た
が
っ
て
、
人
権
と
人
間
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
密
接
な
関
係

に
あ
り
ま
す
。
人
権
は
、
幸
せ
に
暮
ら
す
大
切
な
権
利
で
す
か
ら
、

憲
法
や
世
界
人
権
宣
言
に
お
い
て
も
つ
人
権
の
尊
重
」
を
う
た
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
に
等
し
く
認
め
ら
れ
な
け
れ
ほ
な
ら

な
い
も
の
で
す
。

福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
社
会
の
急

激
な
国
際
化
に
よ
る
新
た
な
人
権
問
題
を
考
え
る
た
め
、
ま
た
、
子

ど
も
の
人
権
問
題
全
般
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
子
と
も
た

ち
が
明
る
く
活
動
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
さ
ら
に
、

部
落
差
別
の
解
消
、
男
女
平
等
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
の
実

現
を
目
標
に

●
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

●
子
と
も
の
人
権
を
考
え
よ
う

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

●
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

を
強
調
事
項
と
し
て
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
1
2
月
1
5
日
　
（
水
）
、
午
後
1

時
か
ら
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
相
談
員
　
遠
賀
町
人
権
擁
護
委
員
の

原
田
清
和
さ
ん
と
山
中
清
さ
ん
。
福

岡
法
務
局
北
九
州
支
局
職
員

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
改
善
係

擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務
局
北
九
州

支
局
人
権
係

℡
　
（
5
6
1
）
　
3
5
4
2

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
1
2
月
1
日
（
火
）
、

小
倉
井
筒
屋
三
階
。
1
2
月
9
日
（
木
）

黒
崎
井
筒
屋
八
階
。
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

●
相
談
員
　
公
証
人
、
弁
護
士
、
人
権

●
と
き
　
日
月
2
6
日
　
（
金
）
、
午
後
1

時
0
0
分
か
ら
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
民
会
館
　
（
福
岡
市

中
央
区
天
神
五
－
一
l
二
∴
）

●
内
容
　
内
田
博
文
さ
ん
　
（
九
州
大
学

法
学
部
教
授
）
　
の
講
演
「
社
会
の
国

際
化
と
人
権
に
つ
い
て
」

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務
局
北
九
州

支
局
人
権
係

℡
　
（
5
6
1
）
　
3
5
4
2



青少年の熟しl思い・・・届きましたか
S青少年の主張連賀町大会

10月23日、遠賀町中央公民館で青少年の主張遠賀町大会がありました。これは、遠

賀町青少年育成町民会議の主催で毎年行われているもので、今年で九回目になります。

大会には、町内の小学6年生から高校3年生までの17人が参加。自分たちが日ごろ考

えていることをうまくまとめ、多くの人か見守るなか、すぼらしい主張を披露しまし

た。
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心がまえを再認識」　　し　に 
た　向 

∴∵∴し心 　　脅；／たか 子∴∴ 一〇 

ケニアのヌール副大臣と霞帰趨善会
賃南中手練

交流の積極的な活動を進めている遠賀南中学校で、さらにも

世界に踏み出そうと10月7日、ケニアの国家開発計画省副大

●‾（臣A・Mヌール氏を招いて友
好親善会が行われました。

副大臣を団んでの会食のあ

と、同校国際交流クラブの生
i　徒たちがけん玉や福笑いなど

i　の日本の遊びを紹介したり、

日本の歌「ふるさと」を合唱

したりと、なごやかな会にな

りました。

最後に、同校からヌール氏

に平和への願いを込めて千羽

鶴や花束などがプレゼント。

ヌール氏からも学校に象の置

物が贈られました。

．・4●‾

「
m
ヽ
鴎
l
S
T
－
”
h

1
7
人
の
参
加
者
が

舞
台
に
勢
ぞ
ろ
い

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た

干
潮
錦
が
ヌ
ー
ル
氏
に
渡
さ
れ
る

一
葛 ▲

国
際
交
流
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た

ち
は
、
ゆ
か
た
姿
や
柔
道
着

も
披
露

「
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て
の

心
が
ま
え
」
を
蔚
認
識

○
老
人
ク
ラ
ブ
場
人
研
修
大
会

1
0
月
1
9
日
、
遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
、

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
婦
人
研
修
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
、
各
地
区

の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
研
修
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
の
た
め
の
女

性
に
よ
る
研
修
会
は
、
今
年
が
初
め
て
。

大
会
は
、
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る

北
九
州
女
性
の
会
代
表
の
宮
安
兆
子
さ

ん
を
詣
師
に
む
か
え
で
の
講
演
な
ど
が

あ
り
、
参
加
し
た
約
三
百
人
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
　
「
高



バランスの良い食事、これが随球の秘げっです

臆尉そしょう症予防の料理諸富会と男性料理数室（懸賞会）

中央公民館で9月29日、婦人会や老人会の会員約40人が参加し

て骨そしょう症予防の料理請習会が行われました。

これは、緑黄会の主催で行われたもので、遠賀保健所の栄饗土

田中富枝さんによる「骨そしょう症予防のため」の諮強と緑黄

会の皆さんが真心を込めて作った骨そしょう症予防料理の

試食がありました。

また、10月6日には、男性科理教室が行われ、約30人

の男性が参加しました。

これらの催しの目的は、栄養バランスの良い食事の大

切さを学ぶこと。参加者は、講師や緑費会の皆さんの話

に熱心に耳を傾けていました。
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男性料理教室に参加した
松本信さん（別府）のお話

講習会では、まず講義が行われ、八幡西区

の料理専門家土屋先生のお話がありました。

料理作りについて、食品の働きとその分類や

食品一つ一つを項目別に栄養素となる過程な

どの説明で、私ともスブの素人にも理解しや

すい内容でした。

講義後の調理実習では、慣れない手つきな

がら、和気あいあいと作業を行いました。各

食器に盛りつけ食卓に並べられた手作りの料

理は、まことに寮華であり、見てくれは人に

よって千差万別の評価でしょうが、我ながら

まずまずの出来はえだと思いました。試食を

したら全部が薄味でものたらすの感でした

が、先生の評価では、各家庭での味付けが多

少濃いめではとのことで、これは、成人病の原

因にもなるとの説明がありました。なるほど

早速改善を宴する問題だと気付きましたね。

本当に、ためになる内容で、緑黄会の皆さ

んには感謝しています。ありがとうございま

した。これからも頑張ってください。
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骨
そ
し
ょ
う
症
予
防
料
理
に
舌
つ
つ
み
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久田弘品ちゃん
（鬼津）

平成4年11月16日生まれ

．；‾

坂井直哉ちゃん
（新町）

平成4年10月22日生まれ

マーフイ先生の英語

親愛
†ズルの答え
ましょうとなっ
1の誤りでした．

ポ
ー
ル
遊
び
と
音
楽
を
聞
く
の
が
大

好
き
。
特
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
お
気
に

入
り
な
の
は
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
お
姉

ち
ゃ
ん
の
影
響
か
な
↑
　
「
健
康
で
、
思

い
や
り
の
あ
る
優
し
い
男
の
子
に
な
っ

て
ね
」
と
、
お
母
さ
ん
の
容
子
さ
ん
。

お
し
ゃ
べ
り
な
お
姉
ち
ゃ
ん
と
い
つ

も
楽
し
く
遊
ん
で
ま
す
。
大
き
く
な
っ

た
ら
お
父
さ
ん
と
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て

ツ
ー
リ
ン
グ
す
る
の
が
夢
な
ん
だ
よ
。

「
一
空
気
で
、
自
分
の
意
思
で
行
動
で

き
る
た
く
ま
し
い
男
の
子
に
な
っ
て

ね
」
と
お
母
さ
ん
の
隆
子
さ
ん
。

・・MK・

D
R
R
C
G

藷
謹
…
謹

糀
誌
上
謂
川
窪

1
題
い
詫
Y
H
O
A
O
I

間
て
お
E
S
M
H
T
F



町教育委員会では、何かを「学びたい」、「身につけたい」と願っ
ている町民の皆さんに、自発的な学習ができるように指導者の発

掘や紹介、そして、情報の提供を行う「遠賀町民学習ネットワー
ク事業」を展開しています。

皆さんのご協力のおかげで、事業は、今、町内に広がりつつあ
ります。

小Iii文彦さん

ヽ∴南…売上∴

泉原ノリ子さん

‾へ

皆
さ
ん
も
始
め
ま
せ
ん
か

〝
生
き
が
い
学
習
〟

事
業
運
営
規
約
が
今
年
の
1

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
既
に

7
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
広
報
紙
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

で
、
皆
さ
ん
に
有
志
指
導
者
の

紹
介
を
行
い
、
事
業
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
、
現
在
で

は
、
英
会
話
・
社
交
ダ
ン
ス
・

毛
筆
習
字
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が

〝
生
き
が
い
学
習
〟
を
通
じ
て
、

和
気
あ
い
あ
い
と
ふ
れ
あ
い
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ

う
な
、
ふ
れ
あ
い
の
鈴
を
さ
ら

に
広
げ
て
い
た
だ
く
た
め
、
新

し
く
参
加
さ
れ
る
学
習
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
ピ
ソ
ダ
リ
の
　
〝
生

き
が
い
学
習
〟
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
五
人
以
上
の
仲
間
が
集
ま
っ

た
ら
教
育
委
員
会
内
の
事
務
局

へ
こ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

有
志
指
導
者
が
新
し
く

加
わ
り
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
有

志
指
導
者
に
、
小
用
文
彦
さ
ん

（
詩
吟
・
毛
筆
習
字
）
　
と
泉
原

ノ
リ
子
さ
ん
（
社
交
ダ
ン
ス
）
の

お
二
人
が
加
わ
り
、
現
在
そ
の

数
は
三
十
七
人
と
な
り
、
指
導

内
容
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
運
営
委
員
会
事
務

局
　
（
教
育
委
員
会
内
）
　
℡
　
（
2

9
3
）
　
1
2
3
4
へ
。

短
歌
（
お
ん
が
規
歌
会
縁
革
）

河
申
　
講
書
選

石
仏
の
三
体
並
び
し
野
の
道
に

白
彼
岸
花
風
に
揺
れ
い
る
伊
藤
ア
キ
コ

十
五
夜
の
月
上
が
り
し
を
い
ね
ぎ
わ
に

小
窓
開
き
て
再
び
仰
ぐ高
崎
　
咲
江

倒
れ
伏
す
稲
穂
が
長
く
降
る
雨
に

芽
出
し
せ
ぬ
か
と
日
日
を
気
遣
う

大
場
ト
シ
ミ

く
ぐ
ま
り
て
草
取
る
か
た
え
唐
突
に

蝉
鳴
き
い
た
し
我
驚
か
す
大
場
　
房
江

谷
欧
を
流
る
る
水
の
か
そ
け
き
が

聞
こ
え
来
る
な
り
秋
の
山
路

吉
開
　
銀
朗

俳
句
（
違
算
俳
奏
句
会
抄
）

池
田
　
幸
利
選

翔
ぶ
も
の
の
影
を
ひ
そ
め
て
葛
の
雨

小
野
多
恵
子

終
戦
日
大
の
往
来
た
え
ま
な
く
川
上
　
久
夫

松
葉
杖
馴
染
め
ぬ
ま
ま
に
戻
り
梅
雨

岩
萩
　
信
江

風
呂
の
子
と
十
ま
で
数
え
月
の
夜

芳
野
　
宏
子

こ
ほ
ろ
ぎ
ゃ
一
句
に
執
し
て
は
疲
れ

柴
田
と
も
子
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国民健康保険税 
（3期） 

保健衛生係 ��11月30日快まで 

役場293－1234 

匁も卜遠間から北九州ネットで生中継 
ー　添書園　　　　　・、一ヘ　　　　音 

∴∴　ぎ空言 
○○““”－ゝ ∴　－∴「　∴∴ 

｝＼＼ 　＼ 

若松にお住まいの、要博文さんは、遠賀町菊友会 

に所属され、10月末から行われる菊花展に向けて日夜 

奮闘中。このもようは、10月21日、NHKイブニング 

ネットワークの生中継で放映されました。 

言

電話で健康をお届けします

福岡県保険医協会の
『儀硬テレ麻シサービス』

あなたと医師を絵ぶ「健康テ
レホンサービス」をご利用くだ

さい。

医師、歯科医師が、毎日の診
療で得た経験をもとに、わかり
やすく説明します。テーマは1
か月単位。毎日午前10時に変更
します。（祝日は、前日のテー
マで放送）
℡（531）8181

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
時
間
短
縮
の
た
め
の

助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

成
2
年
1
0
月
萄
ま
れ
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
　
母
子
健
康
手

帳
、
検
診
日
早
朝
の
尿
を
十
云
程
度
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
　
（
対
象
者
に
送
付

し
ま
す
）

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

●
と
き
　
1
1
月
2
6
日
　
（
金
）
　
午
後
1
時

1
0
分
－
2
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
9
か
月
児

（
平
成
5
年
1
月
－
平
成
5
年
6
月

生
ま
れ
の
乳
児
）

●
内
容
　
内
科
医
に
よ
る
診
察
、
身
体

測
定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
籍

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

胃
が
ん
検
診
を

日
月
2
4
日
に
行
い
ま
す
。

町
で
は
、
総
合
健
診
期
間
中
に
胃
が

ん
検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
た

め
に
特
別
に
検
診
を
行
い
ま
す
。
予
約

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
、
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

●
と
き
　
日
月
2
4
日
　
（
水
）
、
年
前
9

時
～
1
1
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
料
金
　
五
百
円

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
低
廉
手
帳

●
そ
の
他
　
検
診
前
日
の
夕
食
は
曜
く

す
ま
せ
、
当
日
は
絶
食
で
　
（
水
分
も

と
ら
ず
に
）
　
来
て
く
だ
さ
い
。

改
正
労
側
基
準
法
の
成
立
に
よ
り
、

平
成
6
年
4
月
1
円
か
ら
週
関
1
時
間

労
働
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
中
小
企
業

を
中
心
と
す
る
一
定
の
規
模
・
業
種
の

事
業
場
に
つ
い
て
は
平
成
9
年
3
月
3
1

日
ま
で
の
間
、
週
四
十
時
間
労
働
制
の

適
用
が
猶
予
さ
れ
ま
す
が
、
早
期
に
週

四
十
時
間
労
働
制
へ
の
移
行
を
図
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
労
働
時
間
の
短
縮
に

努
力
す
る
中
小
企
業
の
事
業
主
を
支
援

す
る
助
成
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
制
度

の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
（
社
）
　
全
国

労
働
基
準
団
体
連
合
会
福
岡
県
支
部
℡

0
9
2
　
（
2
6
2
）
　
1
8
1
4
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

援
護
業
務
移
動
相
談
が

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
で
は
、
援
護

業
務
移
動
相
談
を
行
い
、
旧
軍
人
な
ど

に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
日
月
0
0
日
　
（
火
）
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
八
幡
西
区
役
所

第
三
十
三
号
会
議
室

℡
0
9
3
　
（
6
4
2
）
　
1
4
4
1

●
相
談
事
項
　
旧
軍
人
な
ど
の
恩
給
に

つ
い
て
、
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
の
遺

族
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
民
生
部
援
護

課
℡
0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
1
1
1



働く難細摸します！2020テレホン
－育児・介護・家事などの情報を提供－

働き続けるのにネックになっている
ことや心配はありませんか。
育児　介護　家事などの情報を無料で
提供しています。
お気軽にお電話ください。
092（414）2020

（財）21世紀職業財団福岡事務所
●受付時間　月曜日から金曜日までの

午前9時30分から午後4時30分まで

返話頭轍務薄‡

平成5年9月分

救急遠賀町・・・・23件

郡　内…131件

火災遠賀町……　2件

郡　内　…　4件

爽災◎蘭が金満蒋擾
虚は⑧㊥》◎◎璽言

㊧
鮭
⑫
配
霧
へ
9
群
0
恥

福
岡
調
書
竜
田
業
能
力
開
発
膝
の
訓
練
生
を
購
築
し
ま
す

●
募
集
科
目
　
①
洋
裁
科
②
製
版
印
刷

料
③
印
章
技
術
科
④
義
肢
装
具
科
⑤

O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
⑥
パ
ソ
コ
ン
シ
ス

テ
ム
科
⑦
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科
⑧

総
合
実
務
科
⑨
情
報
処
理
科

●
応
募
資
格
　
義
務
教
育
を
終
了
し
た

障
害
者
で
、
技
能
習
得
の
う
え
就
職

を
希
望
す
る
人
。
④
⑥
⑦
⑨
は
、
高

卒
ま
た
は
同
程
度
の
学
力
が
必
要
で

す。
●
応
募
手
続
き
　
福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
ま
た
は
、
公
共
職
業
安
定

所
、
福
祉
事
務
所
な
ど
に
あ
る
応
募

醤
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
、
う
え
、

公
共
職
業
安
定
所
に
提
出

●
募
集
期
間
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
は
、
平
成
6
年
1
月
3
1
日
　
（
月
）

ま
で
。
療
育
手
帳
所
持
者
は
、
平
成

6
年
1
月
1
4
日
　
（
金
）
　
ま
で
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
　
〔
北
九
州
市
若
松
区
馨
住

一
七
二
八
－
一
℡
　
（
1
4
1
）
　
5
4

3
1
〕
　
へ

役
場
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

炎
∴
幕
一
係

遠
賀
町
役
場
で
は
、
事
務
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
希
望
さ
れ
る
人
の
諒
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
履
歴
譜
を
添
え
て
企

画
課
人
事
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

採
用
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
随
時

●
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
0
0
分
～
午
後

5
時

●
対
象
　
問
い
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
人
事
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

蓋
語
意
は
住
ま
い
墜
」
だ
め
り
購
も
て
ま
す
堂

健
電
命
繊
毯
康
◎
論
簿
会
が
㊨
挫
g
帝

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
住
宅
資
金
の

融
通
だ
け
で
な
く
、
住
宅
を
取
り
巻
く

各
穣
情
報
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す

る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
大
貝
知
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
て
講
演
会
、
『
あ
な

た
は
住
ま
い
に
こ
だ
わ
り
が
も
て
ま
す

か
』
を
実
施
し
ま
す
。
高
齢
化
社
会
、

環
境
問
題
を
踏
ま
え
何
十
年
も
愛
憎
を

持
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
家
作
り
に
つ

い
て
の
ア
ド
ハ
イ
ス
を
盛
り
込
ん
だ
内

容
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
日
月
2
6
日
　
（
金
）
、
午
後
1

時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
の
ス
カ
ラ
・
エ
ス

パ
シ
オ
（
中
央
区
渡
辺
通
り
四
丁
目
）

●
申
し
込
み
　
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支

店
へ
電
話
で
ど
う
ぞ
。
（
先
着
順
二

百
人
ま
で
）
　
℡
0
9
2
　
（
1
2
2
）

－
L
J
 
O
 
l
 
l
、
《
1
8

雇
用
促
進
事
業
団
の

財
形
教
育
融
資
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
財
形
貯
蓄

を
し
て
い
る
勤
労
者
に
、
本
人
ま
た
は

親
族
が
進
学
や
在
学
中
に
必
要
な
教
育

資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
融
資
対
象
の
費
用
　
入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
、
下
宿
費
な
ど

●
融
資
対
象
の
教
育
施
設
　
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
な
ど

●
融
資
額
　
財
形
貯
蓄
残
高
の
五
倍
以

内
で
、
限
度
額
は
、
進
学
資
金
が
三

百
万
円
、
修
学
資
金
が
百
五
十
万
円

です。

●
融
資
条
件
　
▽
融
資
利
率
＝
五
・
五

二
％
　
（
1
0
月
1
日
現
在
）
　
▽
返
済
期

間
＝
八
年
以
内

●
申
し
込
み
先
　
財
形
教
育
融
資
業
務

取
扱
店
の
掲
示
の
あ
る
金
融
機
関

●
問
い
合
わ
せ
　
雇
用
促
進
事
業
団
、

福
岡
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

℡
0
9
2
　
（
2
6
2
）
　
2
1
0
0
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総
面
積
二
十
二
・
一
四
両
　
『
水
と
緑
』
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
も
、

素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

人
口
規
模
で
は
、

町
内
最
大
の
松
ノ
本
区

松
ノ
本
区
は
、
脇
和
5
0
年
ご
ろ
ま

で
、
田
ん
ぼ
の
ま
わ
り
に
三
十
世
帯

あ
ま
り
の
民
家
が
点
在
す
る
と
い
っ

た
風
情
の
地
区
で
し
た
。
そ
の
後
、

地
区
内
で
大
型
住
宅
団
地
の
造
成
が

行
わ
れ
た
の
を
機
に
、
区
の
様
子
は

大
き
く
変
貌
し
、
現
在
で
は
、
世
帯

数
五
百
三
十
五
戸
、
人
口
千
八
百
六

十
六
人
の
町
内
最
大
の
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。

松
ノ
本
の
地
名
を
残
す

地
蔵
堂
の
大
松

区
内
の
西
に
松
風
山
延
命
庵
と
い

う
地
蔵
堂
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
堂

は
、
昭
和
6
2
年
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

同
室
に
は
そ
の
昔
、
松
ノ
本
の
地
名
を

残
す
か
と
思
わ
れ
る
大
松
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
今
は
、
枯
れ
朽
ち
、
そ
の

姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
区
内

の
小
字
名
に
は
、
こ
の
地
蔵
堂
に
ま
つ

わ
る
松
の
元
や
地
蔵
下
と
い
っ
た
名
前

が
残
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
盆
踊
り
の
際
は
、
ま
ず
最
初
に

こ
の
地
蔵
堂
か
ら
踊
り
を
始
め
る
と
い

、
つ
こ
と
で
、
区
民
の
ふ
る
き
を
大
切
に

す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

団
地
浄
化
槽
の
移
管
に
向
け
て

工
事
を
進
め
て
い
ま
す

町
で
は
、
三
年
前
か
ら
団
地
浄
化
槽

の
移
管
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
移
管

に
伴
う
入
居
率
を
満
た
し
て
い
る
団
地

で
松
ノ
本
区
内
の
団
地
だ
け
が
、
汚
水

管
の
破
損
が
原
因
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在
、
来
年
の
5
月
未

完
了
の
予
定
で
補
修
T
型
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
区
内
の
団
地
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

迷
惑
を
か
け
て
粟
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
願
い
が
か
な
い
そ
う
で
す
」
と
区
長

さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

防
犯
面
に
は
区
を
あ
げ
て

力
を
注
い
で
い
ま
す

区
民
の
安
全
を
守
る
街
灯
の
整
備
は

進
ん
で
き
た
松
ノ
本
区
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
団
地
以
外
の
地
区
で
は
、
街
灯
の

数
が
少
な
く
、
勤
め
帰
り
や
学
校
帰
り

の
人
た
ち
は
、
暗
い
夜
道
の
通
行
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
区
で

は
、
「
自
分
た
ち
の
地
直
は
自
分
た
ち

の
手
で
守
ろ
う
」
と
自
ら
単
独
で
危
険

な
場
所
か
ら
順
番
に
街
灯
を
設
置
し
て

体
育
部
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
る

も
の
を
作
り
、
隣
組
長
さ
ん
や
婦
人
部

な
と
の
協
力
の
も
と
、
練
習
に
励
ん
で

い
る
と
の
こ
と
。
「
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
、
良
い
成
織
は
残
せ
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
区
民
の
ま
と
ま
り
も
大
き
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
高
良
さ
ん
。

今
後
は
、
こ
の
気
州
ち
で
文
化
面
の
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

区
の
抱
え
る
問
題

現
在
、
松
ノ
本
区
で
は
抱
え
る
問
題

が
二
つ
あ
る
と
か
、
一
つ
は
夫
の
ワ
ン

い
る
そ
う
で

す。
ま
た
、
こ

う
い
っ
た
気

持
ち
は
、
医

の
催
し
に
も

表
れ
て
い
ま

す
。
全
国
防

犯
運
動
期
間

中
の
1
0
月
1
6

日
に
は
、
地

区
公
民
館
で
折
尾
警
察
署
の
防
犯
課
、

少
年
課
の
職
員
を
迎
え
て
、
防
犯
や
少

年
非
行
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
い
ま

した。ス
ポ
ー
ツ
熟
を
今
後
は
文
化

面
に
も
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す

町
民
体
育
祭
で
松
ノ
本
区
は
過
去
十

一
年
間
、
優
勝
九
回
、
準
優
勝
二
回
の

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
区

長
さ
ん
に
秘
け
つ
を
伺
う
と
、
な
ん
と

の
後
始
末
、
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
ゴ

ミ
の
出
し
方
が
守
ら
れ
て
な
い
こ
と
。

区
で
は
回
覧
板
や
全
戸
配
布
の
チ
ラ

シ
で
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
呼
び
か
け
て
き

た
そ
う
で
す
が
、
区
長
さ
ん
は
「
現
状

は
、
け
っ
し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
だ
け
は
、
今
後
も
力
を
入
れ
て
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

四
日
回
国

ふ
る
さ
と
探
訪
の
原
稿
を
作
成
す
る

た
め
、
松
ノ
本
区
の
地
蔵
堂
ま
で
で
か

け
て
み
ま
し
た
。
豊
の
よ
う
す
を
見
て

い
る
と
、
た
ま
た
ま
そ
こ
を
通
り
か

か
っ
た
方
が
足
を
止
め
て
、
昔
の
区
の

よ
う
す
や
地
蔵
堂
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
松
ノ
本
の

地
名
の
由
来
と
思
わ
れ
る
、
大
き
な
松

の
こ
と
に
つ
い
て
私
が
ふ
れ
る
と
、
そ

の
様
跡
を
い
っ
し
ょ
に
探
し
で
も
く
れ

ま
し
た
。
探
し
な
が
ら
も
「
西
川
沿
い

に
大
き
な
松
が
三
本
あ
っ
た
の
は
覚
え

て
る
け
ど
、
地
蔵
堂
の
松
に
つ
い
て
は

記
憶
が
な
い
ね
、
子
と
一
言
。
有
る
の

か
無
い
の
か
も
分
か
ら
な
い
も
の
ま
で

探
し
て
く
れ
た
こ
の
方
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
記
事

の
リ
ー
ド
文
は
「
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ

と
　
『
お
ん
が
」
を
紹
介
す
る
・
・
・
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
「
紫
哺
ら
し
い
人

が
た
く
さ
ん
い
る
『
お
ん
が
』
・
・
」

と
も
言
え
そ
う
で
す
。
（
英
）


